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結心会会長あいさつ（南 有紀）

会員の皆様におかれましては，いかがお
過ごしでしょうか。
全国的にコロナ禍から従来の日常を取り

戻しつつありますが，新種の変異株が発生するなど未だ油
断を許さない状況に変わりはありません。ワクチン接種の
普及拡大により，感染が収束に向かうことを願うばかりで
す。さて，昨年は規模を縮小しての総会となりましたが，
本年は新型コロナウイルス感染拡大に伴って書面決議での
開催となり，昨年に引き続き会員の皆様にお会いできな
かったことを大変残念に思っております。来年度は盛大に
総会が開催でき，会員相互の親睦を図りたいものです。
本年は世界自然遺産登録という明るいニュースもあり，

郷土愛あふれる島民の願いが切に叶ったものだと思います。
また，空手道部も34年連続での全国選抜大会への出場権を
獲得いたしました。同窓会といたしましても教育振興基金
を活用し，支援を行って参ります。
結びとなりますが，同窓会活動へのご理解とご協力に深

く感謝申し上げますとともに，会員皆様の益々のご健勝と
ご多幸を祈念し，挨拶に代えさせていただきます。
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新設１期生が役員として，学校行事
への参加や同窓会運営を行っておりま
す。まだまだ未熟な部分がありますの
で，会員のみなさまのご指導，ご鞭撻
をいただきながら，本年度も活動して
いきたいと考えております。
卒業生みんなで，盛り上げ，徳之島

高校生のためによろしくお願いいたし
ます。

※前任者転出により新任。

【令和３年度 役員紹介】
(活動期間：令和３年7月1日～

令和４年6月30日)

学校長あいさつ（校長：玉利博文）

全国の徳高同窓会の皆様，令和２年度は82
名徳高生が本校を卒業し，皆様の一員となり
ました。島内で就職した生徒もおりましたが，

ほとんどの生徒は愛情をたくさん注いでくれた家族の住
む徳之島を離れ，『島立ち』をして期待とともに不安も
混じる複雑な思いを感じながら，それぞれの夢の実現の
ために島内外へと巣立っていきました。心配事や悩み等
があったとき，徳高の諸先輩方が近くにいらっしゃるこ
とは彼らにとって心の大きな支えになっていることで
しょう。
同窓会の皆様には，日頃から本校に対して物心両面に

おける温かい御支援を賜っておりますが，本校生が就職
や進学でお近くに寄った際などには，これまで同様，御
指導御鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。
また，帰島の折には是非本校にお立ち寄りください。

時節柄ご自愛ください。



結心会とは
平成28年６月８日に設立。旧徳之島高校・旧徳之島農業高校が合併し，新たな学

校として誕生したのを機に，旧徳高・旧農高の両高校の先輩方からの勧めにより新た
に“結心会”を立ち上げた。

現在は，私たち新徳高卒業生の結心会。旧徳高卒業生の蔵越会，旧徳農高卒業生の
緑友会がそれぞれ活動しております。現在の徳之島高校生が有意義な高校生活を送れ
るように，学習や部活動における支援や協力をすることが主な活動内容です。

活動していくにあたり，同窓会会員みなさまの協力なくしては成功しません。同窓
会活動が活発化するよう，今後の活動にご支援をよろしくお願いいたします。
【会員登録について】
※徳之島高校HPのバナーから同窓会への会員登録にご協力ください。
また，QRコードから徳高ＨＰへアクセスできます。

※結心会Facebookページもありますので，同窓会情報の共有等にお役立てください。

【事務局より事務運営資金協力のお願い】
新設徳之島高校同窓会｢結心会｣が発足し５年目を迎えました。現在，地元在住の役員を中心に，現役徳高生支援
と会員相互の親睦の充実を目指し，会務運営や現役支援の体制を整えつつあるところです。
しかし，本会の収入は平成27年以降の卒業生の同窓会入会金(毎年30万円弱)のみであり，この収入のみで全国・
九州大会等に出場する部活動遠征費補助などの現役支援，来る20周年記念事業への準備，日常の広報・連携活動
に要する費用を賄わねばならず，厳しい状況にあります。
つきましては，本会と皆様の連携充実のため，事務運営協力金として任意のご寄付を募集いたします。寄付金は
年間一口1,500円(何口でも可)とし，本会の一般会計に繰り入れさせていただき，年二回の同窓会紙の発行を始
め，本会と各支部同窓会員との連携の強化充実のために充てさせていただければと考えています。
ご協力いただける方は，下記口座宛に送金いただき，その際住所をお知らせください。(同窓会会紙郵送に必要)
【口座名】ゆうちょ銀行 店名：七九八 店番：798 預金種目：普通預金 口座番号：0512800

トクノシマコウトウガッコウ ユイシンカイ
※ご不明な点は，結心会事務局(徳之島高校内)にご連絡ください。(TEL：0997－82－1850 同窓会係)



徳高Newｓ 徳之島高校HPでは，随時徳之島高校生の活躍や取組をブログにて更新しております。是非，御覧ください☆

4月 入学式 ５月 生徒総会

６月 文化祭 ７月 クラスマッチ

９月 体育大会①

10月 原付講習会

コロナ禍で，文化祭・体育祭は生徒，職員のみの参加となりました。

11月 芸術鑑賞会

９月 体育大会②



令和３年度部活動大会報告
○ 野球部
春季大島地区大会 優勝

○ 剣道部
高校総体 女子個人 ５位
第66回全九州高等学校剣道競技大会出場
（※１）

○ サッカー部
第100回全国高校サッカー選手権大会鹿児島
大会出場

○ 音楽部
第66回県吹奏楽コンクール 銅賞

○ 美術部
第72回県高校美術展
優秀賞１点・秀作賞２点・奨励賞１点
入選５点

○ 卓球部
地区大会 男子団体 優勝

女子団体 ２位
男子ダブルス ２位
男子シングル ２・３位

○ 空手道部
高校総体 女子団体組手 ２位

男子個人形 ４位
九州大会 出場
（※２）
県新人戦 男子団体形 ２位

女子団体形 優勝
女子団体組手 ３位
男子個人形 ３位
女子個人組手 ２位

九州大会 男子団体形 ５位

（※３） 女子団体形 ３位
※１～３については，結心会より教育振興基金を贈呈。
上位入賞や選抜大会等について掲載しております。

部活動
体育部
空手道・野球・サッカー・テニス・バレーボール（男女）・バスケットボール（男女）・弓道・
卓球・剣道・ハンドボール（休部）・陸上（休部）
文化部
音楽・写真・美術・書道同好会

Big News
九州大会に出場した空手道部が快挙達成!!
男子団体形５位・女子団体形３位に入賞し，3４年連続
となる全国選抜大会出場権利を獲得しました。大会は，
来年３月に宮城にて開催予定です。

『IT人材育成プログラム』～徳之島町ドリームワイドプロジェクト～
10月，総合学科情報ビジネス系列の２年生を対象に，
Yahoo!JAPANのよる『IT人材育成プログラム』が行われま
した。徳之島町とソフトバンクとの連携事業の一環「徳
之島町ドリームワイドプロジェクト」として，地域の高
校生を対象にした。Yahoo!JAPAN人材育成チームによる
「IT人材育成プロジェクト」です。この事業では実社会
で利用されるIT技術や商品企画，マーケティング，制作，
販売という企業の活動サイクルを類似体験しながら学び
を深めることを目指しているとのことです。



総合的な探究の時間の取組

学科 普通 総合

国公立大学 ４ １

私立大学 １６

公立短大 １

私立短大 ９ ２

各種専修学校（看護・医療
系）

９ ６

各種専修学校（その他） １０ １０

公務員 ４（自衛隊航空１・陸上３） １（徳之島町役場）

企業等 １ ４

進路実績

総合的な探究の時間
１・２年生の総合的な探究の時間では，他者との交流を重要目標に掲げ，生徒同士や職員との意

見交換，外部講師による講演会や質疑応答等を通して，課題解決に向けた深い理解を目指していま
す。１年生では「考える手法」を学び，思考を整理・活用する技能の定着，２年生では地域の魅力
や課題について理解した上で，テーマ設定を行い，地域創生や地域貢献に取り組むことで課題解決
能力の養成を図っています。今年度の取組状況についてお知らせいたします。
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〈同窓会総会報告〉
今年度の総会は，新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，書面決議での実施となり

ました。総会資料については，徳之島高校HPにも掲載しておりますので，ご確認ください。

左のQRコードを読み取っていただき，HP上の右下バナー同窓会ページ
に今年度の会貸料をPDF掲載しております。

生徒より（空手道部・剣道部）
今年度，九州大会に出場した剣道部と空手道部に対して結心会より支援金を寄付いたしました。
空手道部より
九州大会という大きな場で緊張しないように，会場では自分たちのことだけ意識して自信を持って演武す

ることを心がけましたが，先輩たちが繫いできた全国大会連続出場をとめてはいけないというプレッシャー
で，結局緊張してしまいました。しかし，男女ともに全国への切符を勝ち取ることができて良かったです。
全国では九州大会よりも形を磨いて，昨年よりも良い結果を持って帰れるようにもっともっと気を引き締め
ていきたいです。

剣道部より
初めての九州大会で，いつもの試合以上に緊張しました。九州各県の代表の人たちの試合は，とても迫力

があり見応えのある試合ばかりでした。とても貴重な経験ができ，「もっと頑張りたい。もっと強くなりた
い。」と改めて思いました。




